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表 紙 の 写 真
　２月22日・23日の両日、文化会館で花巻市民劇場「響けミラノの空に～伊藤敦子物語～」が上演されました。

44回目を迎えた今回の公演は、小山田村（現 東和町小山田）出身で、イタリアオペラの最高峰・ミラノの舞台

を目指した女性の物語。結婚や出産を経験してもなお夢を諦めず、海を渡った主人公・伊藤敦子の心情や足

跡を見事に演じ、会場に詰め掛けた来場者から大きな拍手が送られていました。

オペラで夢の舞台を

目指した女性を描く

日本人で初めて世界に認められた

オペラ歌手・三浦 環
たまき

について学ぶ生徒たち

故郷を離れ、愛する子どもたちとも別れ、それでもなおオペラに人生をささげ
た伊藤敦子。「わたしはきっと、また歌いたかったんです。ただ、歌いたかった
んです。イタリーで、いえ、スカラ座で、いいえ、このミラノの空の下で！」

世界に羽ばたいた三浦環のピアノの
恩師・滝廉太郎の「花」を披露

「ミラノの舞台に立つ」という
伊藤敦子（右）の夢について語る仲間たち

元夫・杉田村雄が伊藤敦子との離婚に至った
自身の思いを打ち明ける


